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平成13年３月期中間及び通期の業績予想の修正について                        

 

平成 12年５月 19日付当社「平成 12年３月期決算短信（連結）」に発表しました平成 13年３月

期（平成12年４月１日～平成 13年３月 31日）中間及び通期の業績予想を下記のとおり修正いた

します。 

 
記 

１．平成 13年３月期連結業績予想の修正等 
① 中 間 期         （平成 12年４月１日～平成 12年９月 30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

 前 回 予 想         （Ａ） ４，９３６ ３９９ １８５ 

 今 回 修 正         （Ｂ） ４，８８６ ３０９ １０４ 

 増 減 額        （Ｂ－Ａ） △ ５０ △ ９０ △ ８１ 

 増 減 率            △ １．０％ △ ２２．６％ △ ４３．８％ 

 

② 通 期         （平成 12年４月１日～平成 13年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

 前 回 予 想         （Ａ） １０，２５４ ８００ ３６５ 

 今 回 修 正         （Ｂ） １０，４０４ ８００ ３６５ 

 増 減 額        （Ｂ－Ａ） １５０ － － 

 増 減 率            １．５％ －％ －％ 

 

③ 修 正 理 由          

中間期は、後記２．③に記載のとおり単独決算の業績予想の修正に加え、子会社において低

価格商品のメニュー追加に伴う売上原価率の上昇及びメニュー変更費用の発生等により、売上

高４，８８６百万円(前回予想比５０百万円減)、経常利益３０９百万円(同９０百万円減)、当期

利益１０４百万円(同８１百万円減)となる見込みであります。 
なお、通期は、後記２．③に記載のとおり単独決算において、売上高・経常利益・当期利益

とも前回予想を上回るものと予想され、子会社においては、メニュー変更の効果が見込まれる

ことから、売上高１０，４０４百万円(前回予想比１５０百万円増)、経常利益８００百万円、

当期利益３６５百万円となる見込みであります。 
 

④ ご参考：前期の実績 （平成 11年４月１日～平成 12年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

中 間 期      （11／４～11／９） － － － 

通 期      （11／４～12／３） ８，４６３ ６８５ ３２１ 

(注)当社は、前中間期における連結決算を実施しておりませんので、上表中間期の連結業績を記

載しておりません。 

店



２．平成 13年３月期業績予想の修正等 
① 中 間 期         （平成 12年４月１日～平成 12年９月 30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

 前 回 予 想         （Ａ） ４，５８３ ４０２ １９０ 

 今 回 修 正         （Ｂ） ４，５６３ ３５５ １５２ 

 増 減 額        （Ｂ－Ａ） △ ２０ △ ４７ △ ３８ 

 増 減 率            △ ０．４％ △ １１．７％ △ ２０．０％ 

 

② 通 期         （平成 12年４月１日～平成 13年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

 前 回 予 想         （Ａ） ９，５５０ ８０３ ３６９ 

 今 回 修 正         （Ｂ） ９，７００ ８２８ ３９５ 

 増 減 額        （Ｂ－Ａ） １５０ ２５ ２６ 

 増 減 率            １．６％ ３．１％ ７．０％ 

 

③ 修 正 理 由          

中間期は、新店出店のずれ込み等から、売上高は４，５６３百万円(前回予想比２０百万円減)
となる見込みであります。利益面では、販売費及び一般管理費の節減に努めるものの、「会津っ

ぽ」お子様セット半額キャンペーンによる売上原価率の上昇及び出店経費の前倒し支出等によ

り、経常利益は３５５百万円(前回予想比４７百万円減)、当期利益１５２百万円(同３８百万円

減)となる見込みであります。 
なお、下期も引続き消費低迷が続き、外食企業間の競争は厳しさを増すとみられますが、上

期新店出店等の効果に加え、下期新店(１０店程度)出店等による売上及び利益への貢献が見込

まれるところから、通期は、売上高９，７００百万円(前回予想比１５０百万円増)、経常利益

８２８百万円(同２５百万円増)、当期利益３９５百万円(同２６百万円増)となる見込みでありま

す。 
 

④ ご参考：前期の実績 （平成 11年４月１日～平成 12年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高     経常利益 当期利益 

中 間 期      （11／４～11／９） ３，８２０ ２６２ １２２ 

通 期      （11／４～12／３） ８，２０７ ７１２ ３４９ 

 

 
以  上 


